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面ドイツの超深部ボｰリング計画KTB

世界一深い｢夢｣を目指して

浦辺徹郎(鉱物資源部)

TetsuroURA舳

1.はじめに

西ドイツ(ドイツ連邦共和国)は10年余の歳月と400億円

の巨費を投じて中部ヨｰ回ツバの基盤岩に深さ14㎞

の世界最深のボｰリングを行う計画に着手している.

大陸深部掘削計画(Kontinenta1esTiefbohrprogramm;l1名

称KTB)と呼ばれる国家的科学研究プロジェクトがそ

れである.

明目の経済効果を目指した技術開発プロジェクトが目

白押しの我が国に対し西ドイツがこのようた科学的た

夢を語ろうとしたのはたぜか.このたび科学技術庁が

派遣した専門家による調査団*に参加して掘削現場を

訪間する機会を得たのでその報告を兼ねてKTBの実

情を紹介したい(写真1).

2.なぜホｰリンケなのか

私達が住んでいる宇宙船“地球号"には厚さ5～70㎞ユ

の地殻29001㎜のマントルそれに半径3500㎞ユの核が

ある.地殻は地球全体の質量のわずかO.4%を占め

るにすぎたいが“ドラエモソの四次元ポケット"のよう

に人類の必要とする資源のほとんどを生み出してくれ

る宝の山でもある.しかし我々の地殻に対する知識は

深さとともに急激に減少し下部地殻(以前シマと呼ばれ

ていた)についての情報はきわめて断片的にたってしま

う.

浅発地震はどうして起こるのか火山の下はどうなっ

ているのか巨大た花こう岩体には“根"があるのか変

成作用はどこで起こるのか鉱床をもたらした熱水はど

こから上がってきたのか.この様た基本的た疑問に対

し地球科学者達は満足に答えるすべを持っていない､

皮肉たことにその様た様々た現象が起こっている下部

地殻より更に下に有るマントルの方がより研究が進ん

でいるとさえ言われている.下部地殻に直接帰因する

写真1KTB計画のポスタｰ.

現象のあまりの多様さがマントルについては普通に受

け入れられている一般化単純化を防げているからであ

る.

この多様な下部地殻の実態を明らかにするためには

直接地下深部に観察窓を開けそこの岩石や流体を採取

して調べる方法が最も直接的である.超深部ポｰリン

グはその究極の手段として世界で同時多発的に計画が

進んでいる.中でも西独の計画は周到た事前調査と

掘削技術の開発体制とを組み合わせて世界一の穴に挑

戦している点で群を抜いている.その経験を学び技

術の進歩を調べ我が国が将来検討している超深部ポｰ

リング計画との問で何らかの科学技術協力協定があり得

ないか話し合ってこようというのが今回の調査団の目

的であった.

3.ヴィンディッシュエッシェンバッハ村へ

脚淫*東京大学工学部田中彰一教授･国立防災科学技術セン

タｰ塚原弘昭博士･科学技術庁海洋開発課近藤敏和専

門職･在独日本大使館小田公彦一等書記官(現地参加)･

および筆者.期間は昭和63年5月28日～6月5日

Windischeschenbach.KTBの現場のある村の名であ

る.どこでどう切って発音するのか分からたいまま

こう書いた紙片を前日飛行機で降り立ったフランクフル

トの中央駅の切符案内へ差L出したところ係の人カミ路
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写真2

ユｰロシティ列車ヨハンシュトラウス号･

ランクブルトからニュルンベルクまで行き

ロｰカル線に乗り継いだ.

これでフ

あと3回

写真3KTBボｰリングサイトから見おろしたヴィソディッ

シュエッシェ:■バッハ村の遠景.山なみの向こう

はチェコスロバキアである.

線図の索引とにらめっこを始めた.しぽらくしてそ

こへは列車を4回乗り継ぐ必要があり4時間余りかかる

と言う(写真2).目指すボｰリングは相当た田舎で行

なわれているらしい.バイエルン州オｰベルプファル

ツ郡にあるこの村(写真3)はチェコ国境から20㎞し

か離れておらず横向けに超深部ポｰリングを打つと隣

国に突入しそうなところにある(第1図).地質学的に

は中部ヨｰロッパの基盤岩をたすボヘミヤ地塊の西端

部に位置し古生代末に地塊同士の衝突により片麻岩

よりたるモルグニュｰブ帯がやや変成度の低い堆積岩

よりたるサクソチュｰリンゲン帯の上に斜めに衝上して

いる所に当たる.ボｰリングはこの衝上帯を突っ切る

ように計画されており上から横倒しのLゆう曲の先

がちぎれて残ったナップモルダニュｰブ帯の下都地

殻もみ込まれてきたマソドノレの破片とサクソチュｰリ

ンゲン帯の上部地殻を順に串ざしにする予定である(第

2図).つまりポｰリングの最深部が衝上運動以前の

位置ではもっとも地表に近かったことになる.ここで

は上部｡下部地殻の境界面であるコンラッド面は見られ

ず両地塊の衝上後は上部･下部地殻を再び作る活動

(例えば変成作用)が起こらたかったことを推定させる､

ここに見られる岩石は地質学の教科書に必ず登場する

バリスカン造山運動(古生代;2.6億年前ごろ)の“化石"

なのである.
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第1図画ドイツの基盤岩類の概略分布とKTBボｰリ1■グの位置･ライン地溝

帯の方は地温勾配が高いので取り上げられずボヘミア地塊西縁に位置

するオｰベルプファルツに決定された｡

1989年7月号

回一カル線の車窓には緑におおわれたな

だらかた丘や畑が5月の風の中でゆったり

と波打つように展開している.所々に見

られる数十戸の集落.その中心にそびえ

る教会の塔.ドイツの列車の旅は時刻の

正確さと心安らぐ農村風景ゆえに非常に快'

適であった.やがて列車は定刻にヴィソ

ディッシュエッシェソバッハ駅に到着した

(写真45).その日の宿であるホテルイ

グル(ハリネズミのこと)は駅から車で!5分

ほどの街道ぞいの林の中に立っていた.

羽根布団に白いシｰツが清潔で気持ちがい

い.夕食のメニュｰには通常のドイツ料

理のほか鹿イノシシウサギの肉川

魚だとの地方料理が並んでいる.今回の

会合のためポソから車を飛ほして来られた

小田公彦一等書記官やKTB関係者もや�
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NWサクソチュｰリンゲン帯

KTBモルグニユｰブ帯
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第2図

反射法地震探査および地質調査などから推定されたこの地域の地殻断面.

録下2葉はそれに基づく解釈.

上が反射法の配

って来て早速ビアパｰティとなった.

ム顔をそろえたキｰパｰソンたち

ビアパｰティの翌朝掘削現場実施本部で我々を迎え

てくれた人々に改めて会って私の二目酔いも吹き飛ん

でしまった.KTB所長H.リッジュミュラｰ教授

KTB研究プロジェクト選定評価委員会委員長R.エマ

ｰマソ教授KTB運営本部地球科学部長H.J.べ一ル

教授同坑井地質部長P.ケｰラｰ博士それに研究

技術省KTB関連予算担当課長D.レンツ博士とKT

Bを総括運営しているキｰパｰソソ連がすべて顔をそる

写真4ヴィソディッシュ

エッジェソバッハ駅.

写真5駅の壁に取り付けてあった水準点(?).何と0.2mm

まで表示してある.
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写真6KTB写真を支える人々と調査団メンバｰ.石より

リッジュミュラｰ教授べ一ル教授近藤専門職工

マｰマソ教授塚原博士田中教授ケｰラｰ博士

レンツ博士浦辺小田一等書記官､KTB現場実

施本部横にて.

第1表

KT盈略史

西暦事項

1977ドイツ研究協会(DFG)が超深部掘削を初めて提案.

1981事前調査開始･40ケ所の候補地点が4ケ所に絞られ

た.

1982事前調査の主要な項目である反射法地震探査の開始･

1983掘削技術の現状と開発課題が検討された･候補地が2

ケ所に絞られた.

1984KTB実施の母体組織としてロｰワｰサクソニｰ州地

質調査所(NLfB)が選ばれた.

1985KTB計画を連邦研究技術省(BMFT)が正式に承

認｡

1986掘削地がオｰベルプファルツ地方に決まる.

19875000メｰトル深の浅部調査坑井掘削開始(9月)

1988現場研究施設の完成(2月)

1989～1990本掘削の開始.6～7年で完了予定.

えていたからである(写真6).またワｰキンググルｰ

プ3のリｰダｰで塚原さんと顔見知りのF.ルソメル教

授もにこやかにパイプの煙をくゆらせていた.これは

日本大使館がKTBの現場会合の日程を配慮してこの会

を設定して下さったこともあるもののドイツ側の日独

科学技術協力協定への熱意の表れと言えるであろう.

会はまず各々の責任者がKTBの概要を紹介すること

から始まった.予算体制技術開発だと我六が知り

たい点は質問書として事前に発送しておいたので最大

漏らさず聞くことができ非常に能率が良かった.そ

うして話を聞いている内に彼らが限られた予算の中で

実に合理的に計画を立てそれに従って着実に前進して

いることが分かり不思議た感動を覚えた.ビッグプ

ロジェクトにあり勝ちな硬直した運用や予算の無駄使い

たどとは無縁のケレン味の無さが伝わってきたからで

ある.

5.KT遍が決まるまで

ここで少しKTBの歴史を振り返ってみよう(第1表)･

約10年前ドイツ研究協会(DFG)は深海底掘削計画(D

SDP)の成功を見て新しいアイデアに基づいた大陸

ポｰリングを始める時期がきていると考えた.これは

地球科学分野においてもビッグサイエンスとビッグテク

ノロジｰが必要にたって来ているという認識によるもの

である.DFGが1981年に研究技術省に提出した意見

書は幸運にも受け入れられまず候補地選びが開始され

た.ついで掘削技術のアセスメントが始まり事前調

査と技術開発が同時進行することになる.4ケ所挙げ

1989年7月号

られていた候補地も1983年にはライン地溝(ライン凹

地)東側のジュバルツバルト(黒い森)とボヘミア地域内

のオｰベルプファルツの2ケ所に絞られた.ツユバル

ツバルトもモルグニュｰブ帯に属する基盤岩地域である

がここは新生代に到るまで活動的で約5000万年前に

変成作用を受けている.地質学の立場から言えぼこち

らの方が面白いタｰゲットであると言えるが残念だが

ら深度7～8㎞で孔底温度が300℃を越えることカミ推定

されたため技術的た理由から採択されたかった.後

に述べるように超深部掘削における最大の技術的困難は

その深さよりむしろ高い温度にあるからである.

6.K且Bの推進体制

KTB計画が連邦研究技術省の正式た承認を受けたの

は1985年になってからである.KTBの予算はすべて

研究技術省から出ており科学研究費はドイツ研究協会

を通じて大学その他の研究者に分配され掘削費･技術

開発費･運営費･人件費はKTBの運営母体であるロｰ

ワｰサクソニｰ州地質調査所に配分されている.この

ロｰワｰサクソニｰ州地質調査所は連邦地質調査所と同

じ敷地内にあり一心同体の組織と言える.

プロジェクトの総予算(上限値)は45,000万マルクで

毎年5年先までの計画を立てた上で次の年1年分の予

算額を決めるという方法を取っておりその責任者がレ

ンツ博士だそうである.大まかた各予算項目の割合を

第3図に示してある.ただしこれはあくまで予定であ

り研究費と掘削に要する費用との配分はリッジュミュ

ラｰ教授の裁量によるところが大きいようであった.

KTBを取り巻く組織体制(第4図)は大まかには科�
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運営経費

�呂�

技術開発費

総予算

(NLfB)深部調査坑井

45000万マルク(本坑)掘削費

(315イ意円)

科学研究費

(DFG)浅

部

調

査

坑

井

疑った.後のリッジュミュラｰ教授の説明によると

このリグは第二次世界大戦後ドイツが最初に自前の技術

で作ったもので今回それを部分改良して使っていると

のことであった.この様た所にも節約できる点はとこ

とんそうして本掘削に資金を温存しておこうというし

たたかた合理精神が感じられた.さらに重要なポイン

トとしてKTBがProventechnique(実証済の技術)

のみを用いるという基本方針を持っていることを見逃し

てはたらないだろう.これはドイツの鉱山会社で長年

探査ボｰリングに携わって来たリッジュミュラｰ教授

自身の実証主義的考え方の反映のように思われた.

第3図KTBの総予算(約10年分の合計)に占める

各項目の割合(概数値).

連邦研究技術省

(予算の支出･配分)

学研究を支えるドイツ研究協会と技術開発･運営を行

うKTB本部に分かれておりその間の調整と研究技術

省への勧告を顧問委員会が担当している.この顧問委

員会には民間企業の重鎮学者隣国の専門家と言った

メンバｰも含まれており全体の基本方針を承認する場と

たっている.これら3組織は有機的に組み合っており

たとえぱワｰキンググルｰプ1で設計制作した各種の測

定装置が掘削現場研究施設でルｰチン測定に使用され

ているといったく“あいである.

さらに地方分権の国西ドイツらしいところは各々の

組織が散在している点である.研究技術省と研究協会

は首都ホソにロｰワｰサクソニｰ州地質調査所とKT

B本部はドイツ北部の工業都市ハノｰバｰに掘削現場

は南部のヴィソディッシュエッシェソバッハとお互

い数百km離れており最初訪間調査の日程をどうやり

くりするか迷ったほどであった.なお現地のバイエ

ルン州政府も数億マルクをかけて用地取得道路電

力だとインフラストラクチャｰの整備を行ってKTBを

側面から支えているそうである.

7.掘削の進む浅部調査坑井(V彊)

ドイツ研究協会

(個々の研究への科学研

究費の調整･配分)

ロｰワｰサクソニｰ州地質

調査所

(KTBの運営母体)

KTB研究プロジェクト

選定･評価委員会

研究分野ごとのワｰキン

グ･グルｰプ(WG)

1.現場研究施設WG

2.関連研究WG

3.応力･坑壁安定性WG

4.岩石の物理的性質WG

5.岩石の構造･変形WG

6.岩石学･地球化学･岩石年

代学･鉱床学WG

7.流体･ガスWG

8.坑井内技術WG

9.モデリングWG

顧問

委員会

(左右

の調整

･勧告)

KTB運営本部(上記の一

音晴門･ノ､ノｰノく一)

浅部調査坑井(パイロットホｰル)のリグはヴィソディ

ッシュエッツェソバッハ村をはるかに見下ろす丘の上

に立っている(写真7).特徴的た2本足のヤグラは私第4図

の眼には新奇に映ったが専門家の田中先生がずいぶん

旧式のものを使っていますねとおっしゃったので我耳を

地球科学部･坑井地質部･

掘削技術部一管理部

掘削現場実施本部(オｰベ

ルプファルツ)

技術管理部門･科学調査部

門･坑井内物理検層部門

掘削現場研究施設

(泥水の分析コアの記載

と物性測定コアの保存

デｰタ出版)

KTBを取り巻く組織体制と資金の流れ.()内に

各々の役割を示してある.
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写真7KTB写真の浅部調査坑井のリグ遠景.ただらかな

牧場の向こうの丘の上に立っている｡

写真8敷地内にある本掘削予定点･片麻岩が露出している.

向こうに見えるのが浅部調査坑井のリグと現地研究施

設.

この浅部調査坑井は通常の意味でのパイロットホｰル

とは異たり同一敷地内の200m離れた所に掘られる予

定の本坑井の浅所部分であると言える(写真8).掘削

は6インチのダイヤモンドピットを用いたワイヤｰライ

ン方式でオｰルコアで行われておりルｰチン観測特

殊た坑井内計測ボｰリング泥水および削り屑の分析等

も本坑井で予定されているメニュｰと同一である.こ

の浅部調査坑井は深度5000mを目指して掘れるところま

で掘り代わりに本坑井はその深度までノンコアでまっ

すぐに穴を開けそれ以深のコア掘削を容易にする計画

にたっている.

1988年5月現在浅部調査井は深度2200,6mに達してい

た.ビット径15cm坑底斜度0.28度坑底温度58℃

で坑底の岩石はモノレダニュｰブ帯の片麻岩である.

1989年3月に来日されたKTBのB.ボッフアｰス氏

によると3月現在深度は3890mに達しておりコア回

収率98劣平均掘削速度1.7m/時ダイヤモンドビット

の寿命101～135mという成績があがっているとのことで

ある.

しかし坑底斜度は最大10｡に達しており温度勾配も

30℃/㎞と予想外に高くこのまま行くと本坑井では

14㎞で420℃に達してしまう.先に述べたように最終

的にこちらがボｰリングサイトとして選ばれた理由の第

一は地温勾配が低いということだったのでこれは大き

な誤算と言える.岩石は角閃岩･片麻岩が主で予想通

りであったが水平に近いと思われていた地層が急傾斜

であることも分かったという.興味のあるのは3450

m付近に割れ目があり塩化カルシウムヘリウムおよ

びメタンを溶存する被圧水のポケットがあったことであ

る.

8.掘削現場実施本部と現地研究施設

現地研究施設(フィｰルドラボラトリｰ)は掘削現場

実施本部と同一の建物の申にあり浅部調査坑井から50

mの至近距離にある(第5図).ここは西ドイツ唯一の

総合地球科学研究ラボだと担当者が自慢するだけあって

種々の分析･計測装置とコア･ライブラリｰ(コアを整

理･分配･保管する場所)カミ完備している(写真9).更に

重要た点は博士号を取りたての若い研究者が沢山居て

それぞれ助手を使ってルｰチン分析･計測をする体制が

できていることである.少し細部に亘るがここでやら

れている研究･作業を第2表にまとめてある.

(1)泥水分析:ボｰリングをする際掘削に伴い発生

する熱と切り屑を地表に捨てるために液体を循環させる

必要がある.KTBでは超深部掘削用に新しく開発し

第2表現地研究施設で行われている科学研究とルｰチン

業務

①泥水分析(mud1ogging)

イ･ボｰリング泥水の化学分析(アトミックエミッション分

光分析装置;12成分について)

口.ガス分析(気体質量分析装置;14成分について)

ハ･泥水中の切り層の化学分析(X線蛍光分析装置;17元素

について)

二.切り層の鉱物分析(岩石頭徴鏡)

②コア解析(corelogging)

イ.物性測定(圧縮試験,アコｰスチックエミッションだと)

目･地球物理学的測定(岩石磁化率,残留磁気,地震波速度)

ハ･地質学的解析(鉱物同定,化学分析,岩石記載)

③コアの方位づけ(坑井内音波テレビ画像との比較)

④コアの整理保管分配

⑥デｰタベｰス作成

⑥デｰタ集の出版(2ケ月に1回)
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第5図施設の平面図と2本のボｰリングの位置･

一は完成していたい.

現在深部調査坑井とイ:■フォメｰショソセンタ

たデバイドリルHTというゾル状の無機質液体をこの

ポｰリング泥水に用いている.これは揺らすと液状に

なり動かさたいとシャｰベット状にたるという不思議

な物性を持った液体である(口絵5)1これを用いると

泥水ポンプを止めた時デバイドリルHTが固まり切り

屑が坑井の途中にホｰルドされ下に溜らないという利

点がある.さらにこれが無機質であることからメタ

ン等の炭化水素ガスの噴出があったときにもそれを正確

に分析することができる.坑井のヘッドの部分には新

しく開発されたガスコレクタｰ(口絵4)が取り付けら

れておりここで分離したガスを直接現地研究施設にパ

イプ流送している.

このガス分析は地球科学者のみたらず多くの人々の注

目を集めている.と言うのも地球の核には地球カミ生成

Lたときに封じ込められたメタンガスカミ大量に存在L

それが深部亀裂を伝って上昇してくるのでたいかとする

ゴｰルドの説(六号星野論文参照)の妥当性が実証でき

るからである.

(2)コア解析:回収されたコアはまず圧力の解放に

ともたう変形と微小割れ目の発生によるアコｰスチック

エミッションが計られる(写真10).これは地下の応力

の方向と大きさをコアから推定しようとする試みの一つ

である.次に地震波速度だとの地球物理学的測定が行

われる(口絵7).これにより地表から地震探査法など

写真9西ドイツKTB現地研究施設の全景.向かって右半

分は掘削現場実施本部になっている･手前は請負業

者のプレハブ.

写真10回収されたコアの圧力解放にともなうアコｰスチック

エミッションを計っているところ｡

地質ニュｰス419号�



超深部ボｰリング計画KTB

一23一

写真11本掘削用のリグの模型.1990年に建設される予定.

これで14kmを目指す.

を用いて推定されていた地下の構造が更に正確に分かる

ようになる.と言うのも地震波の解析をする際に岩

石の地震波速度を仮定せざるを得たかったのがコアの

実測により実際の値を用いることができるようにたるか

らである.

最後にこれらのコアは切断され鉱物の同定岩石の

記載化学組成の分析だとの地質学的解析が加えられ

る.'=れを地表調査のデｰタと併せて検討することに

よって地下構造を3次元的に求める.

(3)コアの方位つげ:コアは丸いものたのでもとも

とどの方向を向いていたのか分からたい.そこでボｰ

リング孔内に下ろされた超音波テレビュアｰの画像とコ

アの表面の模様とを比較して方位を決める.

ここではこれらの作業を管理職2名研究員15名技

術職員18名作業員10名計45名で行っている.通常

の坑井内測定や泥水管理は民間の請負業者にまかされて

いるのでより特殊ないし科学的た研究を担当Lている

と言える.

(4)コアの保管:このような計画でともすれぽない

がしろにされがちな作業にコアの管理と保管がある.

ここでは小さたコアの破片に到るまで完全に番号が振ら

れており台帳に記録されている(口絵6).それが余

りにも完全主義なので外部の研究者がサンプルリクエ

ストを出しづらくなるのではと要らたい心配をするほど

であった.コア倉庫も8000mまで収容できるスペｰ

スがあり足らたくたったら増設するとの事であった.

写真12敷地の外側にある仮設のインフォメｰションセンタ

ｰ･既に15万人もの人がここを訪れているとのこと

でドイツ国民の関心の高さを伺わ壱る･

9.技術開発の重要さ

世界一の穴を掘りたいという熱意と未知のヨｰロッ

パの基盤岩に対する科学的興味それに人類に残された

最後のフロンティアである地球内部へのロマン.これ

らの夢もそれを可能にする技術的裏付けがなげれぱ実現

したい.KTBでは先に紹介した耐熱ボｰリング泥水

やダイヤモンドピットの開発･改善を行っているほか

本掘削坑井(写真11)用の昇降管装置の技術開発を重点的

に行なっている.もちろんそれだげでは十分ではたく

これからも掘りながら同時に技術開発を進めていくこと

になろう.第6図に現在彼らがたいし他の国カミ持って

いる技術レベルをまとめてある.この図からも分かる

ように深部掘削にとって最大の難関はその深さにある

のではたくてむしろ高くだる温度にあるのである.

そのためKTBでは耐熱･耐圧の孔内計測機器および

掘削装置の研究開発について国際協力を強く望んでい

た.田中教授が紹介Lた日本の地熱弁用の而立熱計測装

置にリッジュミュラｰ教授は強い関心を示し各々が.

開発した技術をお互いに公開し合う事によって開発費

の節約を計るべきと強調していた.もしそのようた装

置を開発LテストをしたいたらKTBの孔をお貸しす

るのにやぶさかでないとのことである(写真12).

この小文では技術的な問題にはこれ以上触れたい.

ただ一つ強調しておきたいのは超深部掘削は昇降管装

置のロボット化自重のために引きちぎられない強度と

軽さを持った掘り管の素材の開発タｰボドリル･ビッ

トの改良耐熱･耐圧の孔内計測機器用高温半導体の開

発などを含んだ一つの総合システム工学であるという

ことである.宇宙開発カミかつてそうであったように

広範囲の企業大学国立研究所が一致協力して初めて
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E≡三ヨ現花の機器･技術で可能

口近い㈱発可能

第6図超深部掘削技術の現

状と現在の技術の延

長上で開発可能と思

われる技術.300.

Cが一つの壁である

ことが分かる.

できる大事業であると言えよう.この意味で西ドイツ

のシステムは我々にとって多いに参考になる.予算を

運営費技術開発費科学研究費に振り分け官民学す

べての研究者･技術者がこの国家的プロジェクトに参加

できるようにして有るからである.またプロジェクト

に直接たずさわっている人々がその予算配分に関与でき

るのも実質本意の計画を立てるのに役立っているよう

に思われた.リッジュミュラｰ教授というマネｰジメ

ントにたけた殻高責任者を得ることができたのがKTB

の成功の秘法であるようである.最近日本でも超深層

ボｰリングに対する人六の関心が高まってきており航

空･電子等技術審議会(地球科学技術部会)･測地学審議会

において超深部ボｰリング(学術ボｰリング)を日本でも

取り上げるべきとの建議がだされている.これに呼応

して最近官民学の協力でr超深部コアボｰリング技術

開発研究会｣(代表;平塚保明氏)が旗揚げされるたどの動

きがある.わが国においてもKTBとの密接た国際

協力のもとにオｰルジャバソでこの超深部掘削計画を推

進したいものである.

10.お才)り一こ

現在(1989)米国の海底掘削船ジョイデスレゾルｰシ

ョン号が小笠原海域および日本海で学術ポｰリングを行

なっている.これは海洋底掘削計画(ODP)という扇

際共同研究の一環として行われているものでDSDP

の延長上にあるプロジェクトである.小笠原航海の乗

船者の情報によると小笠原島弧では事前にまったく予

想していなかった岩石がコアとして続々上がってきたそ

うである.小笠原弧東北日本弧に限らず島弧の推定

地質断面図は数多く描かれておりそれらを見るとなん

とたくすべて分かったようだ気持ちにさせられてしま

う.Lかし今回のように実際に掘ってみるとそれら

の先入観がいかに不完全たものかが直ちに分かってしま

う.

日本のようだ島弧は地殻中で起こっている現象の多様

さで他の地域を凌駕している.安定大陸と異なり

“切れば血の出る"活動的なところでもある.プレｰ

トテクトニクス説の残された弱点も大陸と大洋がせめぎ

合う島弧に集中している.この島弧を超深部ボｰリ.ゾ

グにより直接観察することは地球全体に対する我々の

知識に質的た革新をもたらすであろう事は疑う余地が無

い.

21世紀にたると先進諸国でどこが最初にマントルに

到達するかが欠きた関心を集めることにたろう.現在

の技術レベルでは下部地殻が限度であるものの将来高

温高圧の極限状況下での総合工学システムを発展させ得

た国が人類初のマントルの石を手にすることになる.

わが国がその技術力を活かしてその夢にチャレンジ

する目のくることを祈って筆をおきたい.

地質ニュｰス419号�


